
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

働くものの団結で生活と権利を守り、 

平和と民主主義、中立の日本をめざそう 

中央メーデー      代々木公園        

三多摩メーデー  

井の頭公園西園競技場  

働く者の団結で生活と権利、 

平和と民主主義を守ろう 

日比谷メーデー  日比谷野外音楽堂     

責
務
と
し
て
の
賃
上
げ
」
と
言

わ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
大
企
業
を
中
心

と
し
た
賃
上
げ
は
ベ
ア
込
み
で

３
・
７
％
で
し
か
な
い
の
に
連

合
は
大
は
し
ゃ
ぎ
。 

郵
政
に
つ
い
て
は
、
８
年
ぶ

り
の
「
有
額
回
答
」
、
正
規
・

非
正
規
の
区
別
な
し
の
「
特
別

一
時
金
」
の
支
給
と
評
価
す
べ

き
点
は
あ
る
も
の
の
、
定
昇
を

３
月
３
１
日
に

一
人
の
仲
間
が

退
職
を
し
た
。

４
２
年
間
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い

   （１） 
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ま
し
た
と
挨
拶
を
し
て
い
た
。

彼
と
は
長
い
付
き
合
い
で
、
若

い
頃
は
よ
く
大
き
な
夢
な
ど
の

話
し
を
し
て
い
た
。
最
近
で
は

あ
い
さ
つ
程
度
に
な
っ
て
い
た

▼
新
年
度
の
あ
い
さ
つ
で
「
自

分
を
信
じ
」「
仲
間
を
信
じ
」「
全

員
野
球
」
と
木
下
さ
ん
が
言
っ

て
い
る
。
は
た
し
て
、
こ
の
職

場
で
ど
れ
く
ら
い
「
仲
間
」
と

感
じ
て
い
る
社
員
が
い
る
の
か

▼
数
年
前
、
若
い
女
性
が
新
卒

で
入
っ
て
き
た
が
、
退
職
を
し

て
し
ま
っ
た
。
こ
の
女
性
は
郵

便
屋
さ
ん
に
な
り
た
く
て
入
社

し
て
き
た
と
後
か
ら
聞
い
た
。

何
も
出
来
な
か
っ
た
こ
と
に
後

悔
し
て
い
る
▼
今
、
本
部
に
労

働
相
談
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い

る
が
、
多
く
が
ア
ド
バ
イ
ス
を

す
る
し
か
出
来
な
い
そ
う
だ
。

そ
こ
に
私
た
ち
の
組
合
が
な
い

か
ら
だ
。
東
京
で
も
相
談
が
来

て
い
る
が
対
応
し
て
く
れ
る
支

部
が
な
い
▼
「
夢
」
を
持
っ
て

郵
便
局
に
来
た
多
く
の
人
が
い

る
。
し
か
し
、
温
か
く
彼
ら
を

迎
え
ら
れ
る
人
が
ど
れ
だ
け
い

る
の
か
。
未
来
の
た
め
に
も
う

ひ
と
踏
ん
張
り
し
よ
う
と
思

う
。 

 
 
 
 
 
 
 

（
Ｋ
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東
京
地
本
は
、
４
月
２
２
日

第
３
回
支
部
長
会
議
を
開
催

し
、
２
３
春
闘
の
総
括
と
今
後

の
行
動
に
つ
い
て
討
議
を
お
こ

な
い
ま
し
た
。 

会
議
の
前
段
に
中
央
本
部
顧

問
中
村
さ
ん
を
講
師
に
、
「
２

３
春
闘
の
と
り
く
み
と
最
低
賃

金
を
め
ぐ
る
状
況
」
と
題
し
て

学
習
会
を
行
な
い
ま
し
た
。
内

容
は
①
２
３
春
闘
を
と
り
ま
く

状
況
、
②
郵
政
ユ
ニ
オ
ン
の
要

求
と
会
社
回
答
、
③
最
低
賃
金

再
改
定
の
と
り
く
み
、
④
目
安

全
員
協
議
会
報
告
、
⑤
郵
政
の

時
給
制
契
約
社
員
の
賃
金
と
最

低
賃
金
の
５
項
目
。 

物
価
の
高
騰
に
実
質
賃
金
が

全
く
追
い
つ
か
な
い
、
一
方
で

内
部
留
保
を
た
め
込
ん
で
い
る

大
企
業
、
さ
す
が
に
経
営
の
側

も
今
春
闘
に
つ
い
て
「
社
会
的

全
国
４
ラ
ン
ク
を
３
ラ
ン
ク
に

見
直
す
目
安
全
員
協
議
会
の
動

向
な
ど
の
解
説
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
の
最
賃
が
郵
政
の
時
給

制
契
約
社
員
の
賃
金
と
連
動
し

て
い
る
こ
と
、
引
き
続
き
全
国

一
律
１
５
０
０
円
以
上
に
向
け

た
取
り
組
み
の
重
要
性
を
強
調

さ
れ
ま
し
た
。 

 

続
い
て
第
３
回
支
部
長
会
議

に
移
り
、
田
中
委
員
長
の
開
会

の
あ
い
さ
つ
、
松
原
書
記
長
よ

る
２
３
春
闘
の
経
過
と
総
括
提

起
が
あ
り
、
ス
ト
ラ
イ
キ
に
突

入
し
た
新
東
京
支
部
か
ら
支
援

へ
の
お
礼
、
清
瀬
局
戸
村
組
合

員
よ
り
文
章
に
よ
る
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。 

 

小
関
交
渉
部
長
か
ら
は
地
本

２
３
春
闘
要
求
交
渉
報
告
（
支

社
交
渉
３
月
２
４
日
）
と
苦
情

処
理
地
方
会
議
の
報
告
。 

ま
た
、
夏
季
冬
季
休
暇
削
減

反
対
ビ
ラ
配
布
行
動
の
提
起
、 

 
 

郵
政
労
契
法
２
０
条
裁
判
集
団

訴
訟
・
追
加
訴
訟
裁
判
の
現
状

報
告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。 

 

第
９
４
回
メ
ー
デ
ー
な
ど
の

当
面
の
行
動
日
程
、
組
織
拡
大

行
動
、
２
０
条
裁
判
、
最
賃
全

国
一
律
１
５
０
０
円
実
現
の
取

り
組
み
な
ど
が
提
起
さ
れ
ま
し

た
。 最

後
に
、
田
中
委
員
長
の
団

結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
終
了
し
ま
し

た
。 

 

除
く
ベ
ア
分
は
わ
ず
か
１
・
６

２
％
、
更
に
夏
期
冬
期
休
暇
削

減
に
よ
る
「
ベ
ア
原
資
の
捻
出
」

と
い
う
「
粉
飾
回
答
」
。
非
正

規
の
均
等
待
遇
要
求
に
対
す
る

ゼ
ロ
回
答
に
対
し
て
も
厳
し
く

批
判
し
ま
し
た
。 

最
低
賃
金
に
つ
い
て
は
、
欧

米
で
は
１
５
０
０
円
、
２
０
０

０
円
を
越
え
て
い
る
が
、
。
日

本
は
全
国
平
均
で
９
６
１
円
、

物
価
の
相
次
ぐ
高
騰
に
追
い
つ

か
な
い
の
が
現
状
。
こ
の
間
の

再
改
定
を
求
め
る
た
た
か
い
、

春闘の取り組みと最賃について

講演をおこなう中村本部顧問 



 
 

 

 

 

郵
政
ユ
ニ
オ
ン
は
、
夏
期
冬
期

休
暇
の
削
減
に
つ
い
て
認
め
ら

れ
な
い
と
の
立
場
か
ら
、
２
０
２

３
年
１
月
１
４
日
に
要
求
書
を

提
出
す
る
と
と
も
に
、
２
０
２
３

年
４
月
１
日
以
降
の
賃
金
引
上

げ
等
に
関
す
る
要
求
書
に
お
い

て
も
「
期
間
雇
用
社
員
等
及
び
ア

ソ
シ
エ
イ
ト
社
員
に
対
し
、
夏
期

冬
期
休
暇
を
各
３
日
間
付
与
す

る
こ
と
」
を
求
め
て
き
ま
し
た
。 

日
本
郵
政
グ
ル
ー
プ
各
社
が

制
度
見
直
し
を
行
な
う
こ
と
に

な
っ
た
背
景
に
は
、
２
０
２
０
年

１
０
月
１
５
日
に
出
さ
れ
た
労

働
契
約
法
２
０
条
最
高
裁
判
決

が
あ
り
、
日
本
郵
便
の
衣
川
社
長

も
判
決
を
受
け
「
最
高
裁
判
決
の

重
要
性
に
鑑
み
て
必
要
な
制
度

改
正
に
と
り
く
む
」
と
コ
メ
ン
ト

し
て
い
る
と
お
り
で
す
。
最
高
裁

判
決
内
容
は
、
①
住
居
手
当
②
扶

養
手
当
③
年
末
年
始
勤
務
手
当

④
夏
期
・
冬
期
休
暇
⑤
有
給
の
病

気
休
暇
⑥
年
始
期
間
の
祝
日
割

り
増
し
賃
金
が
正
社
員
に
あ
っ

て
期
間
雇
用
社
員
に
な
い
の
は

不
合
理
で
あ
り
違
法
と
の
明
確

な
判
断
が
下
さ
れ
て
い
ま
す
。

制
度
の
見
直
し
は
、
司
法
府
の

最
高
機
関
と
し
て
の
最
高
裁
判

決
に
沿
っ
た
内
容
で
お
こ
な
う

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

会
社
か
ら
は
「
夏
期
・
冬
期

休
暇
の
見
直
し
は
必
要
」
と
の

回
答
が
さ
れ
「
ど
の
よ
う
な
見

直
し
が
必
要
か
引
き
続
き
検
討

を
進
め
る
」
と
の
考
え
方
が
示

さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

し
か
し
、
検
討
状
況
も
示
さ

な
い
ま
ま
２
３
春
闘
回
答
に
お

い
て
、「
基
準
内
賃
金
４
，
８
０

０
円
相
当
に
う
ち
１
，
７
０
０

円
相
当
に
つ
い
て
は
会
社
が
提

案
し
て
い
る
夏
期
冬
期
休
暇
の

見
直
し
に
つ
い
て
、
夏
期
休
暇

１
日
、
冬
期
休
暇
１
日
と
す
る

こ
と
と
し
、
こ
れ
に
併
せ
て
賃

金
改
善
を
行
な
う
も
の
で
あ

る
」
と
の
回
答
は
、「
削
減
あ
り

き
の
賃
金
改
善
」
で
あ
り
到
底

容
認
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
ま
し
て
や
、
正
社
員
に

付
与
さ
れ
て
い
る
夏
期
・
冬
期
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当
面
の
行
動
日
程 

 

５
月 

１
日
（
月
）
第
９
４
回
メ

ー
デ
ー 

 
 
 
 

３
日
（
水
）
平
和
と
い
の
ち
と
人

権
を
！
５
・
３
憲
法
集
会 

 

（
有
明
防
災
公
園
） 

６
日
（
土
）・
７
日
（
日
） 

平
和
行
進
（
夢
の
島
） 

１
３
日
（
土
）
第
１
０
回 

地
本
執
行
委
員
会 

１
５
日
（
月
）
沖
縄
平
和
行
進 

１
６
日
（
火
）
汚
染
水
を
海
に 

流
す
な
！
東
京
集
会 

（
日
比
谷
野
音
） 

３
１
日
（
水
）
全
国
弁
護
団
会
議 

６
月
１
５
日
（
木
）
第
１
１
回 

地
本
執
行
委
員
会 

１
９
日
（
月
）
～
２
３
日
（
金
） 

オ
ー
ル
郵
政
第
１
９
次

沖
縄
連
帯
ツ
ア
ー 

２
３
日
（
金
）
～
２
６
日
（
月
）

オ
キ
ナ
ワ
ピ
ー
ス
サ
イ
ク
ル 

２
３
日
（
金
）
慰
霊
の
日
・
国
際

反
戦
集
会
（
沖
縄
・
魂
魄
の
塔
前
） 

 
 
 

３
０
日
（
金
）
東
京
総
行
動 

７
月 

１
日
（
土
）
第
２
０
回 

地
方
委
員
会 

７
日
（
金
）・
８
日
（
土
） 

第
１
２
回
定
期
全
国
大
会 

１
３
日
（
木
）
第
１
２
回
地
本 

執
行
委
員
会 

２
９
日
（
土
）
第
１
３
回
地
本 

執
行
委
員
会 

２
６
日
（
土
）
第
１
２
回 

東
京
地
本
大
会 

 

こ
こ
か
ら

ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
へ 

 

休
暇
計
６
日
間
を
４
日
間
削
減

し
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
期
間

雇
用
社
員
等
と
同
一
と
す
る
こ

と
が
あ
た
か
も
「
不
合
理
な
労

働
条
件
の
差
異
を
解
消
す
る
観

点
か
ら
必
要
」
と
の
考
え
方
は

労
働
契
約
法
２
０
条
最
高
裁
判

決
の
重
要
性
を
ま
っ
た
く
理
解

し
て
い
な
い
と
言
わ
ざ
る
を
得

ま
せ
ん
。 

 
 
 

 

会
社
に
は
強
く
再
考
を
求
め

ま
す
。 

 

昨年の憲法大集会 

4 月２５日、２組織によ

る争議支援の共同行動が

行われました。 

入管法改悪（議員会館

前）、最賃、裁量労働制拡

大、労災制度改悪（厚労

省）、JAL 争議解決（国交

省）、元徴用工裁判支援

（外務省）、中南米日系女

性労働者に対する暴力事

件（日立製作所本社）な

ど要請、抗議などの取り

組みを行いました。 


